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実施状況：配布 5,628通 回収 1,669通 （回収率30%）







28% に、経済系女子では 7% が 21% になっている。理工系男子は、もし自分が女子ならば、
人文科学や社会科学を専攻するという意識をもつ者が比較的多い。たとえば、工学男子では

































































































































○ 講演会等／Lectures at NISTEP
4/24(水) 「アメリカにおける科学技術政策の現状」について 
Prof. Don Eldon Kash 
（ジョージメイソン大学教授）
○ 主要来訪者一覧／Foreign Visitors to NISTEP



















今回の出張で最も幸運であったのは、ＮＳＦの諮問機関である National Science Board（科学
審議会, ＮＳＢ）が隔年に公表する Science and Engineering Indicators のとりまとめが最終段
階にあったことである。ＮＳＢは産学の有識者25名から構成され、事務局長をＮＳＦの Neal
Lane長官が務めている。実際に報告書を作成するスタッフは社会・行動・経済科学局の科学
















Performance Results Act（ＧＰＲＡ, ゲプラと発音する）に関する説明を受けた。これは政府機
関における公的資金の利用とその成果をプログラムごとに定量的な評価を加えること、及び定
量的手法を開発することの責務を定めた法律で、究極の研究評価とも言えるであろう。どの政
府機関にもＧＰＲＡの専任担当者がいるものの、法律の解釈を始め、具体的な運用について
は今になっても明確な判断がつかないでいるようである。
久々に旧知の人々に会うことができ、また多くの有益な情報を得ることができた。改めて海外
との研究交流の重要性を痛感した次第である。
米国の東海岸にも遅い春が訪れ、帰国の途につく日、ワシントンは満開の桜で彩られた。
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